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研究成果の概要（和文）：日本語の「名詞＋動詞連用形」型の複合語には、本来出来事を表す動詞を主要部とし
ながら、モノを表すものや属性描写表現となるものがある理由を明らかにした。Sugioka(2001)では、後者は、
動詞の付加詞との結合によると主張されていたが、項との結合でも叙述機能を持ち得ることを示し、動名詞とな
る場合も含め複合語が叙述機能をもつ条件は、語内部で満たされない項をもつことであると主張した。また、
Sugiokaの主張に反し動詞が含意する結果状態を表すとも限らず、「勤め帰り」のような場面レヴェル述語もあ
り得ることを示した。動詞の意味からモノや属性の概念へとシフトするメカニズムを生成語彙論の枠組みで分析
した。

研究成果の概要（英文）：I have investigated the reasons why Japanese [N+V] compounds, which are, 
being headed by verbs, supposed to express events, can designate concrete objects or describe 
property. According to Sugioka (2001) those which describe property of things are limited to the 
compounds formed by incorporating the adjunct of the head, but I showed that incorporation of the 
argument can also form a compound which describe property and state of things and claimed that if 
there is an argument which remains unsatisfied within a compound, it can be used as a predicate, 
namely predicative nominal or a verbal noun. In addition, I pointed out that contrary to Sugioka's 
claim that the predicative nominal compound is formed through focus shift from action to result in 
the LCS of a verb, some examples such as tsutome-gaeri (lit. work-go home "on one's way home from 
work") are stage-level. I analyzed the shift of event description by a verb to property description 
in the framework of Generative Lexicon.  

研究分野：語彙意味論、語形成論
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 語彙意味論は語彙の意味とそれが生起す
る文の関係を体系的に明らかにすることを
目指すものであるが、従来の語彙意味論研究
は、動詞の意味と構文の関係、それも特に事
象叙述に焦点をあてたものばかりで、形容詞
類による状態文や属性叙述文を含めて総括
的に述語の意味と構文を扱うものがほとん
どなかった。また、述語を基体とする語形成
の研究においても、出来事名詞やモノ名詞に
ついては、日英語ともに本研究代表者も含め
て多くの研究者が取り組み、それなりの成果
があがっているが、属性描写機能をもつ語の
形成についてはまだほとんど研究が進んで
いないという現状があった。特に出来事名詞
（「菓子作り」）やモノ名詞（「花売り」）と形
態的には同じ動詞の連用形を主要部としな
がら、「白塗り」「石造り」のように属性描写
にしか用いられないものについては、
Sugioka(2001)にその形成メカニズムの違い
が主張されているものの、必ずしも十分な説
明が与えられているとは言えないと思われ
た。本研究代表者は、この動詞を基体とする
複合語形成に特に焦点をあてることにより、
本来事象叙述を行う述語がどのような条件
のもとに属性描写機能を持ち得るのかが明
らかになると考えて考察を進めていた。 
 
２．研究の目的 
(1) 上記の背景を受けて、主に日英語の動詞
をもとにした語形成を対象として、事象叙述
から属性叙述へのタイプシフトのメカニズ
ムを明らかにする。 
(2) 形容詞類の意味を概念構造(LCS)とクオ
リア構造を用いて体系的に行い、事象叙述の
みならず属性叙述も含めて総括的に述語の
意味を記述できる語彙意味論を構築する。 
 
３．研究の方法 
(1) 日本語の「動詞＋動詞」型と「名詞＋動
詞」型の複合語が連用形となり、コピュラを
介して属性叙述に用いられ得る条件とその
意味解釈を考察した。 
(2) 日本語の「名詞＋動詞連用形」型の複合
語にはモノ名詞として解釈されるものが非
常に多いため、属性を表す名詞となるものの
性質を明らかにする前に、まずモノ名詞とし
て成立する場合について先行研究を再検討
し改めていくつかのカテゴリーに分類し、そ
の後、属性叙述の機能を持ち得るための条件
について考察した。 
(3) 日本語の動詞の連用形およびモノ名詞
に「ひと」を付加することでどのような意味
カテゴリーの語が形成されるかについて、考
察し、語形成の過程を経て叙述機能に変更が
生じるメカニズムについて考察した（伊藤た
かね氏（東京大学）、杉岡洋子氏（慶応大学）
との共同研究を含む）。 
(4) 事象叙述から属性叙述のタイプシフト
が起こるメカニズムを生成語彙論のクオリ

ア構造を用いた語彙意味記述と共合成や強
制などのメカニズムで形式的に説明する方
法を模索した。 
 
４．研究成果 
(1) 日本語の「動詞＋動詞」型の複合動詞
の連用形が属性描写に用いられるものは数
少ないが、その理由が意味的に説明されるこ
とを明らかにした。すなわち、多くの語彙的
複合動詞においては、非主要部が主要部動詞
が表す事象の手段などをより特定し、主要部
が表す事象のサブカテゴリーを作ることが
動機づけとなっているため、それを属性描写
にシフトすることが難しいのである。また統
語的複合動詞を作る「すぎる」を主要部とす
る複合動詞の連用形については、属性描写に
用いられる２タイプがあることを明らかに
し、その成果は図書論文⑧に公表した。 
（2）モノ名詞を表す日本語の「名詞／形容
詞＋動詞連用形」について、動詞の項構造に
照らして非主要部がどのような役割を担っ
ているか、また、複合語形成後の項の具現形
式がどのようになるか、という観点から、そ
の意味解釈メカニズムにいくつかのパター
ンがあることを明らかにし、その成果を学会
発表②（公開シンポジウム）と図書論文④⑤
で公表した。 
(3)「ひと」がモノ名詞につきながら、「ひと
刷毛ぬる」のように事象と解釈される場合、
いっぽう動詞連用形につきながら、「ひとす
くいの砂」のようなモノの計量表現に使われ
る場合とがあることに注目し、前者は名詞の
クオリア構造から事象解釈が強制によって
引き出され、後者は結果名詞と同様の解釈メ
カニズムが適用されていることを明らかに
した。これは伊藤たかね氏、杉岡洋子氏との
共同研究として進めたものであり、学会発表
①④および、図書論文②においてその成果を
公表した。 
(4) 日本語の「名詞＋動詞連用形」型の複合
語が「の」を介し名詞の前に属性描写表現と
して現れたり、コピュラ文の述部に現れる場
合について、そのタイプ分けと、それぞれが
叙述機能を獲得するメカニズムについて、生
成語彙論の道具立てを用いて明らかにした。
特に、Sugioka (2001)や伊藤・杉岡(2002)で
は、「述語名詞」と呼ばれているこのタイプ
の複合名詞は、動詞の付加詞に相当する要素
の結合によるものであり、動詞の LCS の結果
に焦点があてられたものだとする主張がな
されていることに対して、疑問を呈し、以下
の点を明らかにした。まず、「瓶詰め」「袋入
り」のように、項との結合であっても叙述機
能を持ち得ることを示し、杉岡の主張する、
非主要部が項であるかどうかによる分類は
無効であり、述語としての機能をもつには、
語内部で満たされていない項が複合語に認
められることが必須条件であって、非主要部
が付加詞であるのはその一つのタイプに過
ぎないことを主張した。また、必ずしも動詞



が表す事象が含意する結果状態を表す描写
になるとも限らず、「勤め帰り」のような場
面レヴェル述語もあり得ることを明らかに
した。また、動詞が状態性である場合（所有
の意味の「持つ」）、事象名詞としてよりもむ
しろ主語の属性描写をする形容詞類として
の解釈（「所帯持ち」）が自然であることも、
杉岡の主張の反論となり、動詞の意味によっ
ても複合名詞の解釈が影響されることも明
らかにした。これらの成果は論文②④⑤と図
書論文②④⑥で公表した。さらに、論文①と
図書①では、非主要部の名詞が部分名詞であ
る場合（「先割れ」）の属性描写が可能となる
メカニズムについてもこれまで提案してき
た分析の拡張により説明できることを述べ
た。 
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